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本年の春盤期間に於ける氣候状態を調査するに四月上旬は、殆ど鬱陶しい天氣が持績し、降水量

は十七粍程度で、平年の牛分位氣温は大陛平年並で、最大風速度は四月南々西で十九米八に達し

たO中旬は句央及び句末に、小雨を槻た外は晴燥の日が績いた篤に氣温は、平年 よう一度四高 く

日照は八時間以上多く雨量は十四粍二で之も不年の牛分にも達しなかつた。下旬は晴曇雨交々至

うしも、日照時数は平年 よう多く雨量は三十七粍で約十粍位砂なかつた。故に全月を通ずれば、

リケ' 日照時敷は多く雨量の少なかつた事は特筆に便する所である。

苧ビ
ン

ツ

五月上旬は、旬央に|`筆雨を観た外殆 ど晴曇相牛の中に経過し、日・照時数は平年 よ♭廿時間以上多

く雨量は之に反し、僅かに十八粍五で不年の牛分にも達 しなかつた。中旬には、一、二回降雨を

親たる外晴燥の日が多かつた篤 日照時数及び雨量は、平年に比して略々上旬 と同様の現象であつ

た。下旬は十四 日に、四十粍程度の雨量 を槻測 した外は見 るべ き雨量 もな く晴勝の大氣が績いた。

斯 くの如 さ状態を持練した篤仝月を通 じては、大般四月と同様の経通を辿つた。

六月上旬は殆 ど曇勝の天氣であつたが氣温は十九度四で平年平年 よう一度餘 う高 く日照時敷は平

年 よう約十五時間多 く、雨量は平年の牛分にも達 しなかつた。中旬 も大般に於て上旬 と同様の状

態であつたが雨量は七十一粍で平年 よう三十六・ 七粍多かつ'た
。下旬は旬央迄に大1登晴燥の 日が

持績 し旬末に幾分鬱陶しい天氣であつたが割合に雨量が炒 く共量二十四粍七で平年 よう四十粍八

も砂なかつた。筒本月を通して不年 と比較すれば氣温は幾分高日で日照時数多 く雨量は中旬のみ

和々多 く経過した。

平均気温 (彙氏) 平均温度(百分卒) 日 照 時 激: 雨 量
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昭和十五年十一月は雨天は多かつたが雨量は僅少にて、月線計八三・ 四粍で平年 よう約六九粍少

い。 日照率は僅か三九 %であつた。
´
氣温は一四・ 八度で平年 よう一・ 五度高い。十二月ヽ寡雨で

三三・ 四粍で不年の三分の一にも過ぎない。 日照卒は可成多 く五九 %、 氣温は八 〇〇度で不年並

であつた。一月雨量少 く晴天の 日多 く殊 に中、
~F句

は快 II行 の 日多 くFI照 率は七一 %に も及び雨量

は極めて少 くせいぜい微雨に止 う、線量一・ 三粍 と言ふ甚 しい寡雨で′
「

年の七十分の一である。

氣温は比較的高 く四度二である。

∠́
一

〓
ハ

／

‘

年
1平

年 二比 シ

平 ・均 雲 ‐量

本

度

つ

。
２

・
７

，

Ю

，

度

　

・
１

・
４

％

　

発

・
２

・
８

一
＋

一
　

十

一
十
　
十
十
十

%|

681

76
79

79
76
82

87
86
92

l.51

0.31

％

９

１

０

　

２

７

１

　

１

１

２

二

士

　

一
二

　

十

一
十

5.9

5.2

5.3

7.7

5.4

6.0

十
＋
ギ

＋

一

.454
7 .2

2

70.5 24.7

17

14

37

18

15

40

―■ 1.9
+ 8.2
-卜‐  12.2

23.

26.

32.

―卜  14.77
-卜   3,.90
-卜  22.48

86.64
88.29

101.84

73.42
92.66

26
71

■ 、'

ト
ザ

一

一



/
7′
・ ・

I

●  ・・

象48 氣

18。  産  業
~卜

  氣 象
欄・

二月雨漸 く多 くなり中旬には可成の降雨あり、二〇粍を越した。線量は一〇八粍六で平年量に近

くなつた。

二月降雨は上旬下牛から中旬上牛に集中し月量は六三・ 五粍で平年 よう六六 。六粍少い。

平均気温 風 速
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四月は晴曇匠 夕́ではあつたが中旬以後は比較的雲量少 く雨量は上旬上牛 と下旬下牛 とに集中し線

量は六八・ 四粍で平年 よう七三 ●九粍少ない。五 月も比較的雨量少 く下旬 に至つて目星しい雨 を

十四、十五の雨日に見た程度で線量七四・九粍で之も不年の牛に達しながつた。その鳥日照は多

く不照日は二日間あつたのである。氣温は平均一六度七で略 平々年並である。

六 月は曇天の 日は多かつたが雨天は少 ぐ八 日に過ぎず、雨量は中旬に多 く月線量は一二二・ ○粍

で平年 よう三四 ●八粍少い。月平均氣温は二〇度で平年 よう〇・ 九高かつた。

七 月は著 しい寡雨で上旬 に稿 々降雨を見た程度で線量二〇・ 七粍は賞に平年 に比 し八五・ 六粍 も

不足である。氣温は、二二 0七度で平年 よう一度八高い。

八月には可成の雨量 を見、上旬に一回 日量五〇粍 を越す大雨があ う線量 一六五粍で平年量 を一暴

に五五粍突破した。氣温は二三度六で平年みう一度三低い。

九月は雨量多く頻′たる豪雨があう十八日は日量一〇〇粍を越へた。月線計は三九七一粍で平年

量を突破する事、賞に一八(D粍に及んだ。従つて日照も少 く不照日は七日に達した。
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¬,十月天氣は晴が多 くな う時々少量の降雨あ う、線量九七・一粍で平年 よう一八〇粍の不足 となつた。 C
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